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Touhoku Construction Engineer Story技術者物語

　秋田県中央部の中仙町（現大仙市）で生まれ育った佐々木真弓さん
が、建設業の道を志したきっかけは「建築士という仕事もあるよ」とい
う母の一言だった。父が左官職人で、近くに住む叔父も大工と、佐々木
さんにとって建築の仕事は身近な存在だった。小学校に入学する少し
前に家を建て替えた。
　「すきま風が入る茅葺き屋根の家から、新しくて暖かい家になり、上
棟式には餅まきもあって『家を建てる仕事って楽しいな』とずっと思っ
ていた」。
　母の一言もあって大曲工業高校の建築科を志望するも、担任教師
は「やめておきなさい」と反対。３者面談で母が担任教師に「この子が
進みたい道に行かせてあげたい」と説得してくれた。結局、同じ中学
校から工業高校に進学した女子は佐々木さん一人だけだった。
　中学時代は美術部に所属していたが、高校では野球部のマネージャ

ーに。「女子の先輩から選手の気持ちになって行動することや、気配り
の仕方を教えてもらった」と振り返る。
　勉強、部活ともに充実した日々を送っていた佐々木さんに壁が立ち
はだかる。それは就職の壁だ。佐々木さんが高校を卒業した１９９１年
当時、景気はそれほど悪くなかったものの、女性技術職の求人を出し
ている県内建設企業がなかった。この時ばかりは母も県外就職を勧め
なかった。
　困り果てていたところ、恩師が半田工務店を紹介しれくれた。会長
が大曲工業高校の１期生で野球部だった縁もあり、念願の建設会社に
入社することができた。
　しかし、会社で女性技術者は佐々木さん１人。同期入社の男性技術
者はすぐに現場勤務となったが、佐々木さんの主な仕事は図面のトレ
ース（透写）や工事の見積もりなどの内勤ばかりだった。「会社として
も（女性技術者の）私をどう扱ったら良いか分からなかったと思う」。
　こんな生活が２年ほど続いた後、野球部のマネージャーの後輩が女
性技術者として入社してきた。その後輩は非常に活発な性格で、すぐ
に現場に出してもらうことができた。「私は内勤ばかりなのにうらや
ましい」と嘆き、仕事を辞めたいとさえ思った。
　だが、転機は訪れる。後輩に子どもが生まれて退社してしまったた
め、代わりに佐々木さんが現場勤務となったのだ。現場デビューは物
置の建築工事。初日の朝、「おはようございます」と職人さんにあいさ
つしたものの、返事はない。何をしたら良いかも分からず、現場でお
ろおろするばかりだった。
　「昔の職人さんは頑固で無口な人が多かった。でも慣れると、すごく
丁寧に何でも教えてくれた。おかげで少しずつ仕事を覚えることがで
きた」という。

　半田工務店の住宅部門に所属する技術者は、住宅の計画段階から
営業担当者と一緒に顧客との打ち合わせに入り、設計、見積もり、工事
監理と、ほぼ最初から最後まで担当する。さらに壁や屋根の塗り替え
などのメンテナンスにも関わる。
　「お客さんが１００人いれば、１００通りの暮らし方がある。仲良くなって
雑談しているうちに好みが分かるようになる。お客さんの気持ちになっ
て提案するのは、どこか野球部のマネージャーの仕事に似ている」。
　出産・育児、介護などで仕事を続けられるか不安な時もあったが、会
社や家族のサポートもあり、入社２８年を迎えることができた。一番の
思い出は自宅を自分で設計して完成させたことだ。「病気を患ってい
た義母から『暖かい家に住まわせてくれてありがとう』と感謝された。
短い期間だったが、新しい家で一緒に過ごせて良かった」と懐かしむ。
　現場デビューが遅れた佐々木さんだが、現在は住宅部の部長を務め
ており、「女性技術者の後輩を育てたい」と力を込める。
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1973年3月25日生まれ。秋田県大仙市出身。
1級建築施工管理技士、2級建築士

株式会社 半田工務店
本社／〒013-0043
秋田県横手市安田字堰端9-1
TEL.0182-33-0300　FAX.0182-33-0303
ＵＲＬ　http://www.handa0300.co.jp/
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5：00　子供の部活で予定がある
時は、もっと早起きしなくてはい
けないけれど今日は学校練習なの
で、いつも通りに起床。洗濯機を
回したら、外の掃き掃除をしなが
ら家の目視点検。

7：00　夫と子供達を起こし、の
んびり話をしながら一緒に朝食。

11：30　子供の帰宅にあわせて
昼食準備。休日のお昼は子供の好
きな麺料理が多いかな。

13：30　昼食の片付けを済ませ、
部活の洗濯をしながら残りの掃除
を再開。片付けながらストック品
の確認をして不足品リストを書く。

16：00　買い物を終えて帰宅。
購入品をストック別に仕分け。
16：30　夕食の支度をスタート。
休みは家族の好きなメニューや、
最近気になっていたレシピに挑戦。

18：00　子供を塾へ送って行く。
迎えの時間までに夕食の片付けとア
イロン掛けを済ませておかなくちゃ！

21：00　家族が風呂に入っている
間に、買ってきた食材の下ごしらえ。

6：30　いつもより遅い朝食の準備。

8：00　子供達が部活に向かった
ので朝食の片付けをし、掃除スタ
ート。休みの日は、洗濯と掃除を
思いきり出来るのでストレス解消
に！洗濯機もフル活動。夫は外の
片付けや、趣味の燻製作り。

12：00　子供達が帰ってきたの
で、今日の練習はどうだった？な
ど部活の話やテレビを見ながら皆
でランチ。

14：30　日用品と食品の買い物
で、あちこちのお店をぐるぐるまわる。

17：00　早目の夕食。味はどう
かな？燻製をお供に夫は晩酌。

20：00　子供を迎えに行って家
についたら、やっと一息。ビール
を一杯、うまい！

22：00　入浴後、ニュースを少
し見てから就寝。明日から、また
頑張るぞ。

住宅部部長

佐々木　真弓さん
Ｍａｙｕｍｉ　Ｓａｓａｋｉ

技術者物語

Akita

休　日　の　１　日

立ちはだかる“就職の壁”乗り越え
百人百様の暮らしをプロデュース

　当社へ入社し勤続28年のベテランになりました。若
いころは職人さんとケンカすることもあったとか。家
庭を持ってからは時間も仕事の配分も自分でやりくり
し、家事や育児と両立しながら頑張っています。仕事
が終わると、やらなくてはいけないことが山のように
あるので、家庭では仕事のことを忘れてしまえるとい
うのがうまく両立できるコツなのかなぁ、と思いなが
ら見ています。住宅の設計や工事管理は家事を実際に
行っている主婦だからこそわかることもたくさんある
ので、そういった目線がお客様にも大変喜ばれていま
す。

［ 社長 半田 志保子氏 ］

上司・先輩
から一言

　佐々木さんは注文住宅や企画住宅、増改築、リフォー
ムなど、家づくりの〝何でも屋さん〟だ。特に注文住宅
では、お客さん一人ひとりと間取りや機能などを打ち合
わせ、図面から一緒につくっていく。「ご要望は多種多
様なので、最善のご提案ができるよう日々勉強していま
す」。
　毎月の安全パトロールでは、安全に対する関心度と危
険に対する感受性を高め、安全第一で工事竣工を迎えら
れるよう、厳しい視点で現場をチェックしている。

　杭打ちや一戸建ての棟上げ、家
屋解体作業に使う堅い木で作られ
た大型の木槌。英語ではハンマー
（hammer）と呼ぶ。打撃部分が
木製のものは「槌」、金属製は
「鎚」と書く。

掛矢（かけや）

職場訪問
教えて
建設用語
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Touhoku Construction Engineer Story技術者物語

　山形県飯豊町で生まれた斉藤理沙さんは、豊かな自然の中で日が
暮れるまで遊び、小さな擦り傷を作って家に帰ってくる活発な少女
時代を過ごした。社会人となった今でも「家の中でじっとしている
より、体を動かしている方が性に合う」という活動的な性格だ。
　斉藤さんが建設業に関心を持ったきっかけは、小学生の頃に見た、
民家などのリフォームを紹介するＴＶ番組だった。建物の大改造を
通して、そこに住む人々の暮らし方も変えていく建築士の姿にあこ
がれた。
　その思いをかなえるため、建築を学ぼうと米沢工業高校へ進学。
転機が訪れたのは１年生のコース選択の時だった。屋外で土やコン
クリートを相手に作業を体験した斉藤さんは、その開放感や面白さ
に魅了され、そのまま土木コースを選択した。
 当時は「自分が土木技術者になるというイメージはなかった」と

いう。高校で土木を学ぶ一方で、建築の世界へのあこがれも持って
いたためだ。土木現場の最前線に立つ今にして思えば「もっと沢山、
土木の勉強しておけば良かった」と振り返る。
　高校卒業後は、東京で土木の設計を行う企業に入社したが、机に
向かって図面と向かい合う日々が肌に合わないと感じ、屋外で自然
を相手にする土木工事の道に進むことを決意。地元に戻った後に殖
産工務所に入社した。
 働き始めても土木のイメージは高校で学んだ頃のものと大きく変
わることはなかった。屋外が仕事場になる土木の世界では、悪天候
だけでなく、真夏の日差しや真冬の寒さに直にさらされ、土を相手
に仕事をするため汚れやすい。
 ただ、現場で働く人のイメージは変わった。現場では、女性の姿
を見ることがほとんどなく、最初は「年の離れた男性作業員さんが、
若い女性の話に耳を傾けてくれるだろうか」と心細さを感じていた。
実際に働いてみると、気さくに声を掛けてくれ、仕事を教えてくれ
た。会社のバックアップやフォローもあり「毎日楽しく働いている。
とても環境に恵まれている」と話すその表情は生き生きとしている。
　現場で働く女性技術者を取り巻く環境も徐々に変わりつつある。
山形県建設業協会が開くイベントを通して、県内で活躍する女性同
士の情報交換などができるようになった。先輩の女性技術者と知り
合う数少ない機会ということもあって毎年参加している。
 周囲に支えられながら成長を続ける斉藤さんは、入社５年目。現
場代理人になることを目指し、工事主任の補佐として出来形や品質
の管理に従事している。
 現在は、山形県発注の国道287号の盛土工事の現場で、工程の管理
なども担当している。雨が降ればコンクリートの打設を遅らせ、雪

が降れば午前中の作業を除雪に費やす必要があるなど、天候に左右
されやすいだけに「とっさの機転を利かせることが大事で、それが
難しい」と話す。
　経験した現場の数が増えるにつれて、休日に道路を移動している
最中に自分が関わった現場の近くを通りかかる機会も多くなった。
当時の苦労を振り返りつつも〝地図に残るモノ〟をつくり上げる土
木のやりがいを感じている。
　そんな斉藤さんを家族は、「（理沙に）一番向いている仕事」とあ
たたかく見守っている。その活躍には、水道関連の工事をなりわい
としている祖父も非常に喜んでくれているという。
　そんな斉藤さんの趣味は、ＥＸＩＬＥのライブに行くこと。家族
も交えて夜行バスで仙台や東京の会場へ足を運び、日々の仕事への
モチベーションを高めている。また、小学生から始めたアルペンス
キーはジュニアで山形県の強化指定選手に選ばれたほどの腕前。厳
しい冬の季節も屋外でスポーツを楽しんでいる。
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1995年11月14日生まれ。山形県飯豊町出身。

株式会社 殖産工務所
本社／〒999-0121
山形県東置賜郡川西町大字上小松988-1
TEL.0238-42-3500　FAX.0238-42-4124
ＵＲＬ　http://www.shokusan-con.co.jp/
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8：00　起床
平日より遅く起床のんびりして朝食
を食べる。洗濯機を回している間に
出掛ける支度。

17：00　帰宅
少し休憩して夕食準備。

23：00　就寝
明日からまた仕事。しっかり寝て明
日に備える。

10：00　外出
休日は旦那とほとんど外出。
今日は久しぶりに映画館へ。
そのあとはショッピング。

19：00　夕食
夕食後はのんびりしてお風呂に入り、
明日の弁当の準備。朝が弱いので夜
のうちに作り置き。

土木部技師

斉藤　理沙さん
Ｒｉｓａ　Ｓａｉｔｏ

技術者物語

Yamagata

休　日　の　１　日

土木の現場に魅せられて
代理人目指し現場をサポート

　入社して４年目となる斉藤さんは、主に公共工事で
現場管理を行っています。
　何事にも率先して取組む姿は、現場責任者からの信
頼も高く、若い人たちの手本となる存在でもあります。
　現在結婚して、今後子育てなど大変な事もあるかと
思いますが、会社の仲間でフォローしていきますので、
これからも、一緒に頑張っていきましょう。

［ 土木部長 長谷川 照彦氏 ］

上司・先輩
から一言

　斉藤さんは、山形県川西町にある国道287号の道路改
良工事の現場で働いている。排水用の水路のほか、地面
にあらかじめ荷重を載荷し、地盤を沈下させて強度を確
保する載荷盛土という作業などを行っている。
　冬季に雪が積もると、午前中の大半を除雪作業に費や
し、作業が一手間多くなるという。また、天候を始めさ
まざまな要因で変わる現場の状況に応じて、資機材を手
配するなど柔軟な対応も必要になる。

　コンクリート工事や石積み工事
などに使われる振動機械。対象物
に振動を与えることにより、隙間
を充てんすることができる。

ランマー

職場訪問
教えて
建設用語
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Touhoku Construction Engineer Story技術者物語

　「現場は女性でも主婦としても働きやすい」と語るのは福島県南相馬
市内の総合建設企業・庄司建設工業で現場代理人を務める森里香さん。
　何度も転職を経験し、2011年の東日本大震災では避難生活を余
儀なくされるなど、現在に至るまでは紆余曲折があった。作業服を
着ていない時は子育てに家事にいそしんでいることから、仕事と家
庭の両立に多忙を極めているように思えるが、「ライフ・ワーク・
バランスはとても充実している」と満足感をみせる。
　森さんは福島市内で２男１女の末っ子として誕生。幼いころは、
習字やピアノなどの女の子らしい教養を身に付けつつ、実家が営ん
でいたリンゴ果樹園で収穫を手伝うなど快活な面もある少女だった。
　福島北高校の普通科に入学以降は迷走期に入り、将来に明確なビ
ジョンを持つことができず、成り行きで仙台市内の専門学校の医療
事務科に進学。卒業後は歯科医院の医療事務員を経て、福島市内の

総合設備企業に転職した。
　そこでは設計といった通常の事務員にとどまらない業務も任され
た。専門的な知識が不足していたが、数学が得意だったこともあっ
て、積算から徐々に習得していき「図面を描き始めてみたら、これ
が楽しくて、建設業界が自分の性格に合っていると思った」と建設
業にやりがいを見い出した当時を振り返る。
　だが、性格が生真面目な森さんは、業務を完璧にこなそうと没頭
してしまい心身ともに疲弊。やる気が災いし、体調不良から退社し
てしまう。しかし、この数年の休息期間は、職業訓練校で基礎知識
を学び、仕事をしながら２級建築士の資格を取得するなど、建設業
界への道を歩む準備期間となった。
　庄司建設工業に勤めるきっかけは、32歳の時に結婚し、夫の実
家がある南相馬市に移り住んだこと。当初は現場作業所の事務員と
して雇用されたが、経理のほか、図面直しなどもできる森さんは〝ス
ーパー事務員〟として定着。落ち着いた生活が続くかと思われたが、
そうはならなかった。
　11年3月11日、社内で仕事をしていた森さんを激震が襲った。東
日本大震災の発生だ。建物が大きく揺れる中、森さんは「多くの棚
が倒れ、窓ガラスは割れて飛散し、隣接した工場からは煙が上って
いた。死んでしまうと思った」という。家族の安否を確認しに自宅
に帰ってからは、上司から「原子力発電所が危険な状態だから家族
と逃げなさい」と連絡が入り、2人の子どもを連れて親戚がいる神
奈川県へと避難した。
　避難生活中は一時休暇をもらい、単身赴任の夫と離れて子育てに
専念した。この間「復興するためには建設業界が頑張らなければな
らない。技術者は一人でも多く必要なはずだ」と思い、１年半の避

難生活を経て一念発起。現在の現場代理人へ異動希望を申請した。
　代理人としてデビューしたものの、決して体が大きくない森さん
は、男性の職人が多い現場を束ねる立場として、最初は心細い日々
を送った。「手掛けた図面が間違っていたらどうしようと眠れない
日もあったが、努力している姿を見せればしっかり教えてくれる」
と、不安を抱えながらも周りの助けを借りて徐々に成長し、市内の
鹿島体育館や自動車販売店の施工を担当した。
　森さんはさまざまな現場でものづくりをしているうちに「代理人
はお金の計算と人・時間の使い方を考えることが重要な役割であり、
女性・主婦が最も得意とすることだ」と気付いた。やりくり上手で作
業員の残業を減らし、空いた時間で子育てといったアフターも充実
させている森さんに対し、いまだ女性が少ない建設業界の牽引役と
しての信頼と期待は大きい。「ものづくりには達成感がある」と目
を輝かせる森さんが、これからも成長を重ねていくことは明らかだ。
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1972年1月14日生まれ。福島県福島市出身。
１級建築施工管理技士、２級建築士
監理技術者、2級管工事施工管理技士

庄司建設工業 株式会社
本社／〒975-0039
福島県南相馬市原町区青葉町1-1
TEL.0244-22-1111　FAX.0244-23-4391
ＵＲＬ　http://www.shojicon.co.jp/
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5：00　起床
もう少し寝ていたいと思いながら毎
朝渋々起床。
5：15　お弁当作り
コーヒーを飲みながら、夫と自分
のお弁当作り。
5：45　身支度を整える

7：00　出勤
7：15　会社到着
会社の車に乗り換えて現場へ出発。

12：00　昼食休憩
自分で作ったお弁当を食べる。

14：00　図面、写真、書類関係の整理

18：00　自宅に帰宅後夕食作り。
18：40　夕食

20：10　洗濯物たたみ、その日
の洗濯物を干す。

22：00　就寝
特技と言っても過言ではないくら
い目を閉じて数秒で眠れます。

6：00　朝食作り
朝食を作りながら、子供たちと会話。
1日の予定など。
6：30　朝食
6：55　夫が食器洗いをしてくれる。

8：00　現場での朝礼、ミーティング
作業内容、工程、安全、体調など
話し合って作業開始。

13：00　職長と作業内容と進捗
状況を確認し、午後の作業開始。

17：00　整理整頓して作業終了
17：15　会社へ戻り、帰宅

19：00　夫か子供が後片づけと
お米を研いでくれる。
19：30　入浴
家族が入り終わったら、洗濯する。

21：00　寝室でリラックスタイ
ムやっとテレビが見られる。

建築工事部工事課

森　里香さん
Ｒｉｋａ　Ｍｏｒｉ

技術者物語

Fukushima

現　場　の　１　日

転職、避難生活後に一念発起　
復興・ものづくりにやりがい見い出す

　森さんは事務員として雇用しましたが、女性が活躍
する社会の後押しと「資格や知識を生かしたい」とい
う本人の意志を尊重して現場代理人を任せました。
　仕事と家庭を両立しながら、難しい資格を勉強して
取得するなど、とても芯が強く、努力家な女性です。
穏やかな性格な一方、必要なことは誰に対しても臆
せず意見を言えるほか、感情的にならずに論理的に指
示を的確に出せることから、現場の作業員や後輩社員
からも厚い信頼を得ています。
　整理整頓も上手で、非常に見習うべき点が多い社
員です。ゆくゆくは管理職として人を束ねていっても
らいたいと思います。

［ 社長 庄司 岳洋氏 ］

上司・先輩
から一言

　森さんが担当している現場は、東日本大震災で避難生
活を余儀なくされた人たちのために福島県南相馬市内３
カ所に設置された仮設店舗の解体工事の施工管理。復興
の進展に伴い役目を終えた店舗を解体し、元の状態に戻
す工事だ。
　作業員のケガがないよう、安全管理に配慮しているほ
か、住宅地域での施工となることから「周辺住民に迷惑
を掛けないように騒音や飛散、第3者による災害などに
細心の注意を払いたい」と、現場の指揮に力を注いでい

　鉄骨や鉄製構造物の切断に特化
したカッター。先端がペンチ構造と
なっているため、対象物をつまむ
ことで、切断物の落下を防ぐこと
もできる。オペレーターの熟練さ
れた操作技術が見せ場だ。

鉄骨切断機

職場訪問
教えて
建設用語

!
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